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文化財防火デー防火防災訓練

１月26日（水）、西福寺で文化財防火デーにと

もなう防火防災訓練が行われました。

昭和24年のこの日，不意の失火により貴重な

文化財である法隆寺金堂の壁画が焼損しました。

同じ過ちを二度と繰り返さないため、毎年この時

期に防火防災訓練が全国で行われるようになりま

した。

訓練は，例年の消防本部（署）・消防第2分団

による本堂への放水訓練に加え、西福寺関係者・

地域住民によるてきぱきとしたバケツリレーも行

われました。

なつかしの味
たらしの冊子を発行

12月27日（月）、大洗町教育委員会から、たらしを

特集した冊子『大洗ぶんかざい通信第9号』が発行され

ました。

駄菓子屋を中心に子どもたちのおやつとして食され

てきた「たらし」について、その歴史と販売店を掲載

しています。（中央公民館で無料配布しています）

また、昔使っていたたらしやみつだんごの道具（焼

き台・ヘガシなど）を探しています。ご存知の方は、

生涯学習課@267-0230までご連絡ください。

東茨城郡子ども会の集い
ソフトバレーボールで大活躍

郡内の子どもたちの交流を目的に行われる東茨

城郡子ども会の集いソフトバレーボールに夏海子

ども会連合会が出場しました。

桂村（現城里町）で開催され、男子は、すばら

しいチームワークを発揮し優勝。女子は、緊張で

初戦を落としてしまいましたが、敗者復活戦で勝

ち進み見事第3位に輝きました。子どもたちは、学

校の昼休みや夕方など、時間を見つけて練習を続

けた成果が出せたことと他町村の子どもたちとス

ポーツを通じて交流を図れたことに満足げでした。
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大洗町漁業協同組合女性直販部
ゆっくら健康館で直売会

大洗町漁業協同組合女性直販部では、大洗で水揚げ

された魚の直売を行っています。直売会は、毎月第

2・第4日曜日の11:00から、ゆっくら健康館入口脇

で定期的に開催する予定です。販売される魚は、水揚

げの状況によって変わりますが、どれも新鮮で手頃な

値段です。1月30日（日）に行われた直売会では、女

性部の方々の景気の良い掛け声が響いていました。

三世代が交流　大洗福祉まつり

2月6日（日）大洗文化センターで町の福祉事業を広

くＰＲしていく催し大洗福祉まつりが開催されました。

4回目を迎える今回は、三世代交流がテーマで昔遊びコ

ーナーでは、ベーゴマやビー玉、おはじき、お手玉、紙

飛行機作りなどお年寄りは童心に帰り、子どもたちは新

鮮な遊びとして一緒に楽しんでいました。

また、おばあちゃんたちと子どもたちが一緒に作った

おふくろの味の試食コーナーやバザー、介護予防体操、

映画上映も盛況で大勢の方々が参加しました。

種　目� 親　子� 小4男子� 小4女子� 小5男子� 小5女子�

1位�

2位�

3位�

中野朋之・壮磨�

今野力・創�

中山武・亘�

雲類鷲佑典�

小沼　祐介�

木村　一磨�

海野　未湖�

栗原　彩華�

高田　花梨�

高屋　敬介�

桜井　勇季�

米川　　隼�

飯島　彩加�

田口可奈子�

國松保乃加�

種　目� 小6男子� 小6女子� 中学男子� 中学女子� 高校男子�

1位�

2位�

3位�

海老澤　亮�

浅野　恵太�

石井　貴大�

田口　久恵�

成島　千尋�

川又　有紀�

雲類鷲慶太�

野島　一平�

秋山　進也�

菊池　理沙�

黒澤　夏楠�

黒澤　莉楠�

荻沼　　匠�

米川　陵太�

井関　　徹�

種　目� 高校女子� 一般男子� 一般女子� 壮　年�

1位�

2位�

3位�

庄司　麻美�

千葉さつき�

大竹　洋美�

中崎　博行�

小口　　隆�

堀江　裕也�

佐藤登喜江�

斉田　洋子�

関　　美華�

大和田　稔�

田�　　毅�

石崎　利博�

2月6日（日）、海岸通りの特設コースにおい

て、第23回大洗マラソン大会が開催されまし

た。町内はもとより町外からも数多くの方々が

参加し、それぞれの部門ごとに1㎞、3㎞、5㎞

のコースで健脚を競いました。

潮風をうけて力走
大洗マラソン大会



応募資格／
○県内居住者
○満18歳から30歳までの健康な方（平成17年3月
31日までに高校卒業見込みの方は応募可）
○指定した日に勤務できる方
※高校生、他のコンテスト入賞者で現在活躍中の方
は応募不可
活動期間／2年間
審査／5月8日（日）私服、非公開　　募集人員／3名
場所／大洗文化センター
勤務／イベントや観光PR、年間約30日、日当1万円
応募方法／応募用紙に写真を添付の上、4月25日
（月）までに応募してください。 ※応募用紙は下記
のホームページよりダウンロードできます。
賞品／ポートフレンズ大洗3名には期間満了時に15
万円の旅行クーポン券などを進呈　※参加者全員に
参加賞を進呈
問合せ／商工観光課　@267-5111

http://www.town.oarai.ibaraki.jp/̃kankou

小山
おやま

裕輝
ゆう き

くん
（原研住宅　1歳8ヶ月）
お父さん　直 お母さん　佐智子
「いたずら大好き我が家の王子」
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ールと呼ぶ板状のものを取り付け、横に流される力を
止めてうまく前に進む推進力だけを得ているんじゃ。
少し分かりにくい原理じゃが、このおかげでヨット

は風上にも進めるんじゃよ。もちろん風上に真っ直ぐ
に進めるんじゃなく、風の方向
の45度前方に進め、左右45度
ずつ方向を変えながらジグザグ
に風上に向かうんじゃよ。ただ、
風下に真っ直ぐ進むのも難し
く、やはりジグザグで進むこと
になるんじゃがな・・・。
それではまた次回のコラムで

お会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

石川
いしかわ

悠
はるか

くん
（永町16区の3 1歳6ヶ月）
お父さん　圭 お母さん　裕紀子
「毎日　元気いっぱい」

今回は「ヨットはなぜ風上
かざかみ

に進む？」について説明
しよう。
みなさんもテレビなどでヨットレースのシーンを見

たことがあるじゃろ。このヨットレースは通常、スタ
ートしてからある決められた場所を回ってまた元の場
所に戻ってくるんじゃ。つまり、帆船

はんせん

のように主に風
の力で風下

かざしも

に向かって進むだけではなく、風上にも向
かって進まなくては一周して戻ってこられないという
ことじゃ。じゃヨットはなぜ、風に向かって進むこと
ができるのかを考えてみよう。
図はヨットが風上に進んでいるときの状態じゃ。ヨ

ットは風上に進むときには、セイル（帆）を風と平行
にして風を受けるんじゃ。すると、布地で出来たセイ
ルは風の力で膨

ふく

らみ、飛行機の翼のような形になるん
じゃな。ここに空気が流れると空気はセイルの膨らん
だ方の速度が速くなり、そこの空気の圧力は低くなる
んじゃ。このセイルにできた圧力の差によって揚力と
いう力が発生するんじゃ。この揚力だけでは水の中で
浮かぶヨットは横に流されてしまい、うまく風上に進
んでくれないんじゃな。そのためヨットは、船底にキ

キール�
（船底に付けられている）�

推進力�

進む�

揚力�

風の流れ�

横へ流れる力�

セイル�
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第
一
保
育
所
年
長
う
め
組

「
ぼ
く
と
わ
た
し
の
お
ひ
な
さ
ま
」

秋
ふ
け
て
夕
陽
の
沈
み
早
け
れ
ば
昏
る
る
時
刻
を
確
か

め
て
見
ぬ

永
町
六
区
　
笹
目
　
孝
子

〔
評
〕
秋
が
ふ
け
る
と
は
冬
至
も
入
る
。
昼
が
最
も
近
い

季
。
日
の
暮
れ
に
思
い
を
置
い
た
作
品
で
あ
る
。

丈
低
く
す
く
や
か
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
の
二
つ
三
つ
冬

の
陽
だ
ま
り
の
な
か

大
貫
四
区
　
三
村
　
住
江

〔
評
〕
小
さ
な
タ
ン
ポ
ポ
の
群
が
冬
の
陽
差
し
の
中
に
咲

い
て
い
る
。
タ
ン
ポ
ポ
の
日
の
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

里
山
の
冬
に
真
向
う
野
の
松
の
み
ど
り
深
く
し
て
凛

と
立
ち
お
り

永
町
六
区
　
鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
音
律
も
よ
く
手
堅
い
詠
み
。
ま
と
ま
っ
た
作
品
と

し
て
佳
。

店
先
の
掃
除
し
を
れ
ば
朝
の
蜘
蛛
縁
起
の
良
し
と
逃

し
て
や
り
ぬ

桜
道
　
猿
田
彦
太
郎

〔
評
〕
名
作
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
想
い
起
す
。
夜
の
蜘
蛛
へ

の
勝
手
な
人
間
の
解
釈
と
も
言
え
よ
う
。

世
界
的
災
害
多
い
去
年

こ

ぞ

な
り
し
台
風
地
震
津
波
つ
ぎ

つ
ぎ
と

祝
町
一
区
　
梶
尾
　
勝
吉

〔
評
〕
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
極
め
て
苛
酷
な
年
で
あ
っ

た
。
天
畏
る
べ
し
の
教
訓
か
。

新
し
き
年
迎
え
し
に
阻
む
こ
と
巨
大
津
波
の
報
道
き

び
し

前
原
一
区
　
堀
野
　
満
穂

〔
評
〕
先
の
歌
同
様
テ
レ
ビ
、
新
聞
の
報
道
の
な
ま
な
ま

し
さ
に
心
痛
め
る
私
達
で
あ
る
。

一
羽
来
て
次
つ
ぎ
潜
む
鵯
ひ
よ
と
りの
発
ち
ゆ
く
と
き
の
花
零こ
ぼ

し

ゆ
く

祝
町
一
区
　
佐
藤
　
　
毅

〔
評
〕
警
戒
心
の
強
い
鵯
な
の
で
あ
ろ
う
。
一
羽
そ
し
て

ま
た
一
羽
。
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。

病
む
夫つ

ま

の
癒
ゆ
る
を
願
い
ひ
た
す
ら
に
海
の
果
て
の

初
日
拝
お
ろ
か

む

永
町
四
区
　
川
上
　
ひ
さ

〔
評
〕
年
の
初
め
、
先
ず
祈
り
と
な
る
の
は
、
夫
の
病
で

あ
る
。
作
者
の
夫
を
思
う
姿
が
浮
ぶ
。

一
月

い
ち
げ
つ

の
夜
明
け
の
空
に
お
ぼ
お
ぼ
と
月
霞
み
い
て
小

寒
の
入
り

永
町
七
区
　
秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
一
月
は
正
月
と
も
解
せ
る
。
小
寒
は
一
月
六
日
頃

に
な
ろ
う
。

曾
孫

ひ
い
ま
ご

の
廊
下
馳
け
く
る
音
の
し
て
「
お
か
え
り
な
さ

い
と
」
迎
え
て
く
れ
ぬ

新
町
三
区
　
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
ひ
ま
ご
、
そ
う
そ
ん
と
も
読
む
。
と
も
か
く
一
家

団
欒
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

寒
風
に
耐
え
つ
つ
日
の
出
待
つ
人
の
初
の
奢
り
を
雲

の
穏
せ
り

永
町
十
六
区
　
身
内
　
ゆ
み

〔
評
〕
元
日
の
海
の
う
た
。
一
首
結
句
が
巧
み
な
表
現
と

し
て
成
功
し
て
い
る
。

美
し
き
文
字
認

し
た
た

め
る
年
賀
状
炬
燵
に
籠
る
日
を
豊
か

に
す

新
町
六
区
　
関
根
　
秀
子

〔
評
〕
ワ
ー
プ
ロ
文
字
の
著
し
い
時
代
、
直
筆
の
優
し
い

文
字
は
あ
り
が
た
い
。
気
持
が
よ
く
出
て
い
る
。

健
康
に
ま
さ
る
も
の
な
し
歳
の
暮
れ
病
院
の
窓
に
海

眺
め
お
り

南
清
水
一
区
　
広
木
　
チ
イ

〔
評
〕
一
年
の
う
ち
で
最
も
気
忙
し
い
時
、
作
者
は
入
院

の
生
活
に
あ
る
。

砂
利
道
の
小
学
校
の
遠
く
し
て
鍛
え
ら
れ
に
き
心
と

体

祝
町
五
区
　
石
澤
　
き
み

〔
評
〕
小
学
生
の
登
校
、
今
の
世
は
全
く
変
っ
て
し
ま
っ

た
。
想
う
だ
に
懐
し
い
。

三
ヶ
日
過
ぎ
て
訪
ふ
菩
提
寺
の
み
堂
の
甍

い
ら
か

ひ
か
り
を

反
す

祝
町
二
区
　
吉
川
　
　
和

年
老
い
て
車
運
転
や
め
し
と
き
時
間
の
合
間
歌
を
詠

む
べ
し

蔵
前
一
区
　
田
山
伸
三
郎

雪
割
り
て
春
の
兆
し
の
福
寿
草
夢
叶
え
た
き
新
し
き

年

新
町
十
区
　
打
田
　
照
子

恙つ
つ
がな

き
ふ
た
り
八
十
路
の
力
よ
と
祈
り
を
胸
に
二
合

の
米
研と

ぐ

永
町
二
区
　
田
山
　
り
ゑ
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※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。�

http://www.aquaworld-oarai.com

〔営業時間〕9:00～17:00�

〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�
・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

エビスザメ（エビスザメ科）�
Notorynchus cepedianus

　エビスザメは、おもに深い海に生息してい

るので、漁で獲れる時にはたいてい弱って

おり、水槽で展示するのはかなり難しい種

類です。日本においても捕獲例が数例あり

ますが、展示には至っておりません。しかし、

南オーストラリアのメルボルン沿岸では、毎

年メスが子供を産みにやってくるので、小さ

いエビスザメが浅い海で獲れます。�

　今回、第8回企画展「サメの驚異」に合わせて、メルボルン水族館の協力のもと、はるば

る南半球からエビスザメを輸送し、日本で初めてエビスザメの生体展示に成功しました。�

（魚類展示課　小藤一弥）�

�
第8回企画展「サメの驚異」�
開催期間：2月12日（土）～5月8日（日）�


